
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 月28 日（日） 
13：30～16：30 

（13：15～ 開場） 

ハートフルスクエアー
G 2 階 大研修室 

７０名（先着順） 
 

日 程 

 
内 容 

 主催／問合せ  認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード  
〒461-0001 名古屋市東区泉 1-13-34 名建協 2 階 

TEL： 052-253-7550  FAX： 052-253-7552 

Mail： info@rsy-nagoya.com 

 

※参加無料 

※託児あります 

お申込み方法は裏面 
をご確認ください 

 

開催日 

 

会 場 

定 員 

第１部：避難者の現状や支援について知ろう！ 

● 「避難者・移住者の声」を聞く 

  発表者：東日本大震災により岐阜県に来られた 
      当事者の方やお子さん 

● 岐阜県内の各支援団体活動紹介 

3.11支援ネットワーク・ぎふ、岐阜キッズな（絆）支援室、 
光の帯ネットワーク、NPO 法人 KI プロジェクト、 
支援グループ岐阜・手と手、生活協同組合コープぎふ、 
乳歯保存ネットワーク 

第２部：できることを考えよう！ 

● 課題共有と意見交換 
 

 ～避難者（移住/保養） 
の声・支援者の声～ 

東日本大震災からもうすぐ 5 年。 

県外避難者が今どういった状況にあるのか、 

どんな支援が行われているのかを知り、 

それぞれの「できること」を持ち寄って 

支援の輪を広げましょう。 

東海４県の 

避難者数 

約 2,800 人 

 

岐阜県内の 

避難者数 

266 人 
 [避難先の市町村] 

岐阜市：70 人 

高山市：35 人 

各務原市：28 人 

大垣市：20 人 

多治見市：23 人 

その他市町村：90 人 

[避難元の県] 

岩手県：  ２人 

宮城県： 50 人 

福島県：183 人 

茨城県： 16 人 

その他の都県：15 人 

※避難者数は、総務
省の全国避難者シ
ステムに登録され
た人の統計です 

 

※本企画はタケダ・赤い羽根広域避難者
支援プログラムの助成金を受けて実施

します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

代表者氏名  人  数  

所  属  電話番号  

お住まいの
市 町 村 

 ※東日本大震災により避難または 
移住されてきている方は、避難 
元の市町村もご記入ください。 

そ の 他 

※託児をご希望される方は、お子さまの【お名前、年齢、性別】をご記入ください。 

 

 

ハートフルスクエアーG 大研修室 
岐阜県岐阜市橋本町 1 丁目 10-23 

 電車でお越しの方  
・JR 岐阜駅から徒歩 2 分 
（駅構内から２Ｆ連絡通路で通じています。） 

 ・名鉄岐阜駅から徒歩 5 分 

 車でお越しの方  
会場建物の南側にある駐車場入り口より、 
3F 駐車場（有料）をご利用いただけます。 

アクセス 

【代表者氏名】【参加人数】【所属】【電話番号】【お住まいの市町村】を、
申込フォーム、メール、FAX のいずれかでお知らせください。 

 Mail  info@rsy-nagoya.com   FAX  052-253-7552 

※ 東日本大震災により避難または移住されてきている方は、避難元の市町
村もお知らせください。 

※ 託児をご希望される方は、2 月 18 日（木）までにお子さまのお名前、
年齢、性別をお知らせください。 

 

お申込み 

※頂いた個人情報は、本企画以外の目的では使用いたしません。 

 

《FAX 申込書》 

 

申込QRコード 

 

金
華
橋
通
り 

長
良
橋
通
り 

岐阜シティ・ 
タワー43 

じゅうろく 
プラザ 

北口駅前広場 

南口駅前広場 

←至 大垣 至 名古屋→ 

岐阜市 
駅西駐車場 

ハートフル 
スクエアーＧ 

ＪＲ 
岐阜駅 アクティブＧ 

主 催  

レスキューストックヤード：緊急時の被災者・避難者支援
および平常時の地域防災向上のための活動をしています。 

共 催  

3.11支援ネットワーク・ぎふ：東日本大震災により岐阜に
避難している方々の交流の場をつくり、生活相談などの支援を実施。 

岐阜キッズな（絆）支援室：岐阜県に避難移住してきた子ど
も達に、毎週土曜日に無料の学習支援室「てらこや無償塾」を開催。 

光の帯ネットワーク：内部被曝を懸念して、自然治癒力・免
疫力を高めるための保養を2011年夏より高山市清見町で実施。 

KIプロジェクト：福島県とその周辺の親子を岐阜に招く「保養活
動」や東北へのボランティアバス運行、東北支援商品の企画・販売。 

支援グループ岐阜・手と手：震災直後から岩手県と福島県飯
舘村の支援を実施。物資支援だけでなく心のつながりを大切に活動。  

コープぎふ：県内22万8 千人の組合員が加入する協同組合。
震災後、宮城ふれあい喫茶に岐阜県のお菓子を送り続けている。 

乳歯保存ネットワーク：白血病などの病因ストロンチウム90は
骨髄や歯に何年も留まります。抜けた乳歯で内部被ばくを調べましょう。 

協 力  

コミュニティサポートスクエア、ぎふNPOセンター、
原発問題を考える会（岐阜県）、泉京・垂井、西濃環
境 NPO ネットワーク・新しい縁づくり実行委員会、
team 原浪@下呂、みちのくお茶っこ会、みちのく
結心会、もとすつなぐ会、コミナト自動車、三陸屋、
きくらげ本舗、復興レストラン 女川すえひろ 

後 援  

岐阜県、清流の国ぎふ 防災・減災センター、 
岐阜県社会福祉協議会 


